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Smart Wellness  Asahikawa Plan 【概要版】 

 

 第１章 プランの概要 

⚫ スマートウエルネスあさひかわプランとは 

 スマートウエルネスあさひかわプランは、高齢化が進展している本市の市民生活に必要な機能

を維持し、健やかで心豊かに暮らすことができるまちづくりを進めるためのアクションプラン（行

動計画）として、令和５年６月に策定し、取組を進めてきました。 

 このたび、現行プランが最終年度を迎えることから、これまでの取組や評価指標の達成状況な

どを踏まえるとともに、国の「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」の

方向性を取り入れ、令和８年度を始期とする第 2 次スマートウエルネスあさひかわプランを策定

します。 

▶ 目指す姿 

誰もが健やかに生き生きと暮らし 幸せを感じることができるまち 

 

⚫ プランの位置付け 

本プランは、「第 8 次旭川市総合計画」を最上位計画とし、「第 3 次健康日本２１旭川計画」と

整合性や調和を図りながら、本市が策定する様々な計画に基づく取組に健幸づくりの視点を取り

入れ、分野横断的に取り組みます。 

 
 

⚫ 計画期間 

令和８年度（2026 年度）から令和 11 年度（2029 年度）まで 
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⚫ 第 1 次スマートウエルネスあさひかわプラン指標（目標）の達成状況 

評価指標の達成状況 

本プランを始め、本市が策定する様々な計画に基づく取組を推進してきた成果として、目標達

成には至りませんでしたが、基準値が 50％を下回っていた「健幸づくりの意欲の向上」は、大

きく前進し、目標を達成するための基盤を築くことができました。 

基準値が 50％を上回っていた「主観的健康観の向上」及び「暮らしやすさの向上」について

も、目標値には届きませんでしたが、基準値から着実に目標値に近づけることができました。 

第 2 次プランでは、これまでの成果を基盤に、より一層取り組みを深化させ、引き続き割合の

増加を目指します。 

目標 
指標 

（市民アンケート） 
基準値（R3) 現状値（R7) 進捗状況 目標値 

主観的健康観 

の向上 

ふだん健康だと感じ

ている市民の割合 
74.0% 75.0% 1.0％増 78% 

健幸づくりの 

意欲の向上 

ふだんから健康のた

めに何か取り組んで

いる市民の割合 

45.4% 49.7% 4.3%増 55% 

暮らしやすさ 

の向上 

暮らしやすいまちだ

と感じている市民の

割合 

69.1% 72.0% 2.9%増 73% 

目標の達成状況 

◼ 市民 1 日当たりの平均歩数の増加 

平均歩数については、令和 6 年度との比較において、令和 7 年度の平均歩数はいずれの月も

増加しています。  

1 日当たりの平均歩数（あさひかわ健幸アプリユーザーデータ） 
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第２章 現状と課題 
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人口減少と少子高齢化 

少子高齢化の更なる進行が避けられない

中、本市の平均自立期間及び平均余命ともに

国や北海道及び同規模自治体よりも短い状況

にあります。 

 将来の健幸な生活のためには、若い年代か

ら自身の健康に関心を持ち、より早い時期か

らの健康づくりや疾病の発症予防をより一層

推進していく必要があります 

活 動 の 増 加 

「あさひかわ健幸アプリ」の運用により、健

康意識の向上に取り組んできた結果、1 日当た

りの平均歩数の増加につながりました。引き

続き、平均歩数が少ない人たちの活動増加を

支援し、歩数を増やすことで、全体の平均歩数

の引き上げを図る必要があります。 

また、外に出かけるなど活動範囲を広げる

ことでの活動の増加に取り組む必要がありま

す。 

つ な が り の 強 化 

核家族化の進行や独居世帯の増加などに加

え、地域とのつながりが希薄化していること

から、職域や趣味活動など多様なコミュニテ

ィと結びつく機会を創出していく必要があり

ます。日常生活の中の様々な場面で外に出か

け、人とのつながりを持てるよう、民間企業

や関係団体とも連携しながら、参加や体験の

場となる機会の創出や情報発信に取り組む必

要があります。 

 

環 境 づ く り 

健康づくりに興味関心が低い人たちや若年

層、高齢層など情報入手手段が異なる人たち

それぞれに情報が伝わるよう、様々な媒体を

活用した情報発信を強化していく必要があり

ます。また、季節を問わず、健幸づくり活動

ができるよう、施設等の利活用の推進に取り

組む必要があります。 

 

◼ 平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加 

平均寿命と健康寿命については、男女ともには平均寿命の短縮を下回る健康寿命の短縮又は

維持となっており、いずれも不健康期間は短縮となっています。 

平均寿命（平均余命）と健康寿命（平均自立期間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値（R3)  現状値(R6)  増減（R6-R3) 

平均余命（年）Ａ 平均余命（年）Ｃ 平均余命（年）  

男性 80.5  

女性 86.5 

男性 80.1  

女性 86.3 

男性 －0.4 

女性 －0.2  

平均自立期間（年）Ｂ 平均自立期間（年）Ｄ 平均自立期間（年）  

男性 79.2  

女性 83.7  

男性 78.9  

女性 83.7  

男性 －0.3 

女性   ±０  

不健康期間（Ａ－Ｂ） 不健康期間（Ｃ－Ｄ） 不健康期間 

男性 1.3  

女性 2.8 

男性 1.2  

女性 2.6 

男性  －0.1 

女性 －0.2 
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⚫ 今後の方向性 

前プランでは、副題を『「歩く」ことから始める健幸づくり』とし、「歩く」ことをきっかけと

して、健幸づくりの取組を進めてきました。 

歩数の増加など、一定程度の成果は見られているものの、更なる活動の増加と人との交流機会

の創出が課題であることから、第 2 次スマートウエルネスあさひかわプランでは、副題を「つな

がる、ひろがる健幸づくり」とし、外に出かけて活動を増やし、活動範囲を広げることが、将来

の健康につながるとともに、人と人とのつながりを創出し、市全体・世代間・未来の健幸に波及

していくことを目指して､更なる健幸づくりの推進に取り組みます。 

                 

 

 

 

 

 

⚫ 施策体系 

 

３つの柱 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 次スマートウエルネスあさひかわプラン～つながる、ひろがる健幸づくり～ 

第３章 施策と取組 
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⚫ 評価指標 

  

目標 評価指標 基準値 目標値 

１．主観的健康観の

向上 

ふだん健康だと感じている市

民の割合 ※１ 
75.0% 79% 

２．健幸づくり活動

の増加 

ふだんから健康のために何か

取り組んでいる市民の割合  

※１ 

49.7% 54% 

1 日当たり平均歩数の増加 

※２ 
5,674 歩 6,000 歩 

３．暮らしやすさの

向上 

暮らしやすいまちだと感じて

いる市民の割合 ※１ 
72.0% 76% 

４．施策への満足度

の向上 

健幸福祉都市の実現に満足し

ている市民の割合 ※１ 
36.9% 41% 

５．健康寿命(平均自

立期間）の増加 

平均寿命（平均 余命）の増

加分を上回る健康寿命（平均自

立期間）の増加 ※３ 

【平均余命（年）】 

男性 80.1 

女性 87.5 

【平均自立期間（年）】 

男性 78.9 

女性 84.9 

平均余命の増加

分を上回る平均

自立期間の増加 

※１ 市民アンケート（2 年に 1 回実施）【基準値：令和 7 年、目標値：令和 11 年】 

※２ あさひかわ健幸アプリ利用者の平均歩数（各年 4 月）【基準値：令和 7 年、目標値：令和 11 年】 

※３ KDB システム（国保データベースシステム）算出値【基準値：令和 6 年、目標値：令和 10 年】 

 

⚫ 推進体制 

 本プランは、PDCA サイクルに基づき、取組を推進していきます。  

本プランの策定に当たっては、旭川市保健所運営協議会及び健康日本２１旭川計画等庁内推進

会議での審議等のほか、スマートウエルネスあさひかわプラン懇談会、スマートウエルネスあさ

ひかわプラン策定ワーキンググループでの意見交換により、本プランの方向性や推進のための取

組について検討を行いました。（Plan） 

 今後、本プランに基づき、庁内推進会議を通じ、

関係部局との連携を図るとともに、関係機関や団

体、協定締結企業等との協力も得ながら、取組を

進めていきます。（Do） 

 プランの進捗状況等については、旭川市保健所

運営協議会及び健康日本２１旭川計画等庁内推

進会議で審議・報告等を行い、取組を改善しなが

ら、計画期間での評価指標の達成を目指します。

（Check・Action）  


